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経常収支比率の分析
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※１　本レーダーチャートは、当該団体と類似団体平均値より算出した偏差値をもとに
　　チャート化したものである。（偏差値は平均を100としている。）
　２　当該団体の八角形が平均値の八角形より内側にあるほど、歳出抑制等により財政
　　構造に弾力性があることを示している。
　３　類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類
　　した結果、当該団体と同じグループに属する団体を言う。
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経常収支比率：年々上昇傾向にあり、平成19年度決算において類似団体平均値を上回る86.8%（臨時財政対
策債を含まない数値は92.1%）と高い数値を示した。今後は平成20年度（85.4%）、平成21年度（84.9%）と改善して
いく見通しであるが、大きな改善は期待できない。その大きな原因として、公債費の比率が高いことが挙げられ
る。次項で挙げる実質公債費比率と同様、公債費の数値改善に努める。また人件費についても第二次行革大
綱に基づく職員適正化計画により計画的な削減を実施し、数値改善に努める。
人件費：人件費は類似団体の平均値と比較し低くなっている。今後も第二次行革大綱における職員適正化計
画（「職員数」平成17年度：106名→平成23年度98名）に基づき、適正な定員管理を実施していく。
公債費：公債費及び公債費に準ずる費用は、類似団体の平均値を大きく上回っている。これは、平成4年度か
ら平成11年度にかけて、公園整備や図書館建設等大規模事業に取り組んできたことによる起債の償還額が多
額となっていることによるものである。これにより、起債制限比率及び実質公債費比率は高い数値を示してい
る。本年度償還額のピークを迎え、今後は除々にではあるが減少していき、平成20年度には722,767千円となり
平成21年度には700,000千円を割り込む見通しである。今後は定期償還に加え、財政状況を踏まえながら計画
的な繰上償還を実施し、数値の早期改善に努める。
普通建設事業費：類似団体の平均値は毎年減少しているが、鏡石町においては平成17年度と平成18年度に
上昇している。これは小学校体育館の建設等一時的なものであり、当年度は類似団体の平均値を下回る決算
額となった。町の財政状況は厳しく、実質公債費比率は21.8%と高い数値を示していること、また、今後はハード
事業からソフト事業へシフトされていくと考えられ、抑制することが困難な福祉等のソフト事業に対して、ハード
事業である建設事業は抑制又は厳選して実施して行く必要がある。



人件費及び人件費に準ずる費用の分析
人件費及び人件費に準ずる費用

人口1人当たり決算額
当該団体（円） 類似団体平均（円） 対比（％）

人件費 836,740 64,628 87,027 ▲ 25.7
賃金（物件費） 43,351 3,348 6,262 ▲ 46.5
一部事務組合負担金（補助費等） 167,785 12,959 14,075 ▲ 7.9
公営企業（法適）等に対する繰出し（補助費等） - - 1,525 -
公営企業（法適）等に対する繰出し（投資及び出資金・貸付金） - - - -
公営企業（法非適）等に対する繰出し（繰出金） 36,978 2,856 4,488 ▲ 36.4
事業費支弁に係る職員の人件費（投資的経費） 3,250 251 1,865 ▲ 86.5
▲退職金 ▲ 77,857 ▲ 6,014 ▲ 8,403 ▲ 28.4
合計 1,010,247 78,029 106,839 ▲ 27.0

参考
当該団体 類似団体平均 対比（差引）

人口1,000人当たり職員数（人） 7.11 10.11 ▲ 3.00
ラスパイレス指数 95.8 94.0 1.8
ラスパイレス指数及び職員数に係る項目については、平成19年地方公務員給与実態調査に基づくものである（以降の項目について同じ。）。
なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、当該項目を「-」としている。

公債費及び公債費に準ずる費用の分析
公債費及び公債費に準ずる費用（実質公債費比率の構成要素）

人口1人当たり決算額
当該団体（円） 類似団体平均（円） 対比（％）

公債費充当一般財源等額
（繰上償還額及び満期一括償還地方債の元金に係る分を除く。） 742,559 57,354 51,784 10.8

満期一括償還地方債の一年当たりの元金償還金に相当するもの
（年度割相当額）等 - - 39 -

公営企業債の償還の財源に充てたと認められる繰入金 177,996 13,748 14,225 ▲ 3.4
一部事務組合等の起こした地方債に充てたと認められる補助金又
は負担金に充当する一般財源等額 49,569 3,829 7,103 ▲ 46.1

債務負担行為に基づく支出のうち公債費に準ずるものに充当する
一般財源等額 48,834 3,772 2,417 56.1

一時借入金利子
（同一団体における会計間の現金運用に係る利子は除く） - - 8 -

▲地方債に係る元利償還金及び準元利償還金に要する経費として
普通交付税の額の算定に用いる基準財政需要額に算入された額 ▲ 435,961 ▲ 33,673 ▲ 40,546 ▲ 17.0

合計 582,997 45,030 35,031 28.5
平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない団体については、「-」としている（以降の項目について同じ。）。
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普通建設事業費の分析

普通建設事業費

当該団体(円) 増減率(%)(A) 類似団体平均(円) 増減率(%)(B) (A)-(B)

418,585 32,224 ▲ 40.3 110,290 ▲ 9.0 ▲ 31.3

うち単独分 258,401 19,892 ▲ 49.7 62,779 ▲ 8.5 ▲ 41.2

381,141 29,348 ▲ 8.9 90,219 ▲ 18.2 9.3

うち単独分 274,802 21,160 6.4 53,069 ▲ 15.5 21.9

502,183 38,635 31.6 56,261 ▲ 37.6 69.2

うち単独分 322,020 24,775 17.1 37,300 ▲ 29.7 46.8

824,042 63,471 64.3 48,871 ▲ 13.1 77.4

うち単独分 422,478 32,541 31.3 30,756 ▲ 17.5 48.8

580,582 44,843 ▲ 29.3 46,517 ▲ 4.8 ▲ 24.5

うち単独分 403,173 31,140 ▲ 4.3 26,777 ▲ 12.9 8.6

過去５年間平均 541,307 41,704 3.5 70,432 ▲ 16.5 20.0

うち単独分 336,175 25,902 0.2 42,136 ▲ 16.8 17.0
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